
２０２６年８月４日 Ｒ Ｋ Ｋ 京 都 広 報 １ 

２０２６年（令和８年） 

第１００号 

（８月４日） 

 
発 行 所：立正佼成会 京都教会 

発行責任者：渉外部長 澤村悦玄 

編集委員長：渉外広報 植田恭司 

〒605-0041 京都市東山区三条東町 230 

TEL (075)762-2211 FAX (075)762-2266 

祇園祭前祭（さきまつり）山鉾巡行ボランティア ～岩戸山を担当～ 

今年の祇園祭前祭（さきまつり）山鉾巡行は 7 月17

日に行なわれ、猛暑の中、都大路を練り歩きました。

京都教会青年部と新宗連青年部を合わせて16名が『岩

戸山』を担当、ご町内の関係者の方々と協力して曳き

綱に力を込めました。 

 
 

この日の京都市内は、京都地方気象台によると午前

10時時点で32.1度の真夏日。岩戸山は23基のうち、

くじ取らずの 22 番目にあたり、出発地点の四条烏丸

に到着する午前 11 時頃にはさらに気温が上昇。巡行

途中の給水地点に立ち寄る度に、ボランティアメンバ

ーは水分補給をとりながら、千年以上も続く祭りの重

みを感じていました。 

岩戸山は曳山（ひきやま）にあたり、綱を曳きなが

ら巡行するため、四条河原町・河原町御池などの交差

点では方向転換する“辻回し”が行なわれ、およそ 3

回に分け、綱を曳き 90 度回転すると沿道から大きな

拍手や声援が沸きました。皆で力を合わせて最大 12

トンもある大きな山鉾を動かすことで一体感を味わう

ことも出来ました。 

  
毎年ボランティアに参加している青年部員は「今年

もこの季節がやって来ました。疲れたけど楽しかった

です」と笑顔で、また初めて参加した新宗連青年部員

も疲れた表情の中にも達成感を味わった様子でした。 

計 18 名のボランティアメンバーのうち、京都教会青

年部から2 名は新町御池の巡行本部で巡行を見守り、

実行委員に役員として参加している青年部 OB は市立

正徳中学校のボランティア本部で無線担当を行ない巡

行記録を取るなど祭りを陰で支えました。 

 

【岩戸山の起源】 

岩戸山が何時創建されたのかは不明であるが、最初

の記録は八坂神社の社宝「祇園 社記」第十五に記され

た、応仁乱 1467前分として山鉾名を列記した中に、

岩戸山  五条坊門町（仏光寺）と高辻間 とあり、こ

れが記録上の最初である。然しこれは応仁の乱に至る

約30年間に巡行した 山鉾の名を記したものであるか

ら、岩戸山の創建は少なくとも嘉吉元年(1441)の祇園 

会再興の際に、建立されたものと推測される。 

（岩戸山保存会ホームページ 

    https://www.iwatoyama.jp/ より） 

 

京都教会ビデオレター８月号 配信中 ～東教会長発～ 

ビデオレター８月号が京都教会のホームページで公開

されています。パスワードは各支部長にご確認下さい。

https://rkk-kyoto.jp/archive1/20260801 

左記の QR コードをスマートフォンで読

んで、ご覧頂くことも出来ます。 

地区単位、各家庭においても視聴し、 

1 ヶ月の修行目標とさせて頂きましょう。 

令和８年、私たちは「仏さまと出会い サンガと語り合って 心田を耕そう」を実践して参ります。 

京都教会のホームページもご覧下さい。https://rkk-kyoto.jp/（右のＱＲコードからご覧頂けます） 

平安だより 
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山鉾巡行ボランティアオリエンテーション ～京都・祇園祭ボランティア 21～ 

  

京都・祇園祭ボランティア 21は6 月28日、今年

の山鉾巡行ボランティアのオリエンテーションを京都

市立開晴小・中学校 六原学舎において開催し、7 月

17 日の前祭（さきまつり）・24 日の後祭（あとまつ

り）に曳き手・舁き手に携わるメンバーや沿道整備・

給水班など裏方で携わるメンバーら約 700 名が一堂

に参集しました。京都教会青年部・新宗連青年部の 18

名も初顔合わせをしながら、担当する「岩戸山」を協

力して曳くことを誓い合いました。 

午後1 時30 分に開会したオリエンテーションは同

会会長の挨拶に始まり、八坂神社野村宮司は挨拶の中

で「京のみやこで多くの命が失われたことで“祈り”

から始まった祭りであり、雨が降ろうが、台風が来よ

うが行なわれるもの」とし「過去に千年も続いてきた

世界に誇る祭りを“大神様”の力を頂きながら皆さん

と共に継承していきたい」と参加者に期待を込めまし

た。続いて挨拶に立った公益財団法人祇園祭山鉾連合

会 木村理事長は「近年の猛暑から熱中症対策を万全に

行い、無理のないよう、事故のないように、大勢の方

に喜んで頂けるようにしてもらいたい」と参加者の体

調を案じながらも、祭りを支えることに喜びを感じて 

頂きたいとしました。 

松井京都市長も会場に駆け付け挨拶を述べると「祇

園祭は民衆の祭りであって、加盟団体・個人参加の皆

さんの支えのお陰」としながら「他県では地元の祭り

に市長が出ないところもあるようですが、永年の伝統

で私も参加させて頂きます」と感謝の意を述べました。 

その後、大塚製薬株式会社ニュートラシューティカ

ルズ事業グループから『熱中症からカラダを守ろう』

と題し災害防止講話が行なわれ、熱中症になる体の仕

組みやその予防、万一熱中症になってしまった場合の

対処方法などの解説があり、参加者は熱心に聞き入っ

ていました。 

一連の説明が終わった後、各山鉾町別に分かれ、当

日の集合時間・場所・持ち物や注意事項などの説明が

鉾町の方からなされ、今回担当する「岩戸山」におい

ても実際に“わらじ”を手に取りながら確認し合いま

した。 

午後4 時からは八坂神社本殿において全員がお祓い

を受け心身が清められ、本格的な山鉾巡行ボランティ

アが始まりました。 

 

  

 

キラキラ会 ～耳ツボリフレ＆ランチ 女子部・婦人部～ 

京都教会女子部・婦人部は 7月11日、今年 2回目

のキラキラ会を開催し、大人 10名・子ども 6名の参

加がありました。 

今回は「耳ツボリフ

レ＆ランチ会」とし

て、日頃の仕事や家

事・育児で疲れた身

体と心を癒してもら

おうと“耳ツボマッ

サージ”を企画し、

初体験の方が多く

『とても気持ち良か

った』と好評のよう

でした。 

  

お弁当はカフェを開いている方から提供してもらい、

大変美味しく、舌鼓をうちながら会話も弾みました。 

教会に馴染んでおられないお子さんもおられたようで

すが、いっぱい遊べて「また教会に行きたい」と喜び、

次回につながる結果となりました。 

   

 


